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□	 21 世紀への航跡	 

	 

□	 後援会決算	 

	 

□	 被災地支援を継続しています！	 

	 

□	 ふれ～るプロジェクト	 

	 

□	 グループホーム「ことのは」完成	 

	 

□	 デーセンター音・on	 がスタート	 

	 

□	 赤い羽根募金の助成金が決定	 

	 

□	 後援会の名称について	 

	 

□	 ビー玉アート活動	 

	 

□	 galerie“見る倉庫”個展開催中！	 

	 

□	 新人スタッフ研修	 

	 

□	 今年度の旅行	 

	 

□	 車いすダンス発表会	 



21世紀への航跡	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ～夢・モモ・ゆう・機関車・音・on

の歩み⑭	 菅野眞弓	 

	 

	 

何も変わらず“日常”がそこにあることの大切さを、あの大震災

以降意識して生きています。根こそぎ海に消えた日常、変わってし

まった日常を新しい日常として生きた 3年とはどんなものなので

しょう…。	 

	 

この 3年、岩手県沿岸部在住の障害者支援を続けています。私

たちが訪ねる頻度は 1年目より少なくはなっていますが、岩手の

方から当事者・ご家族・支援者が大阪に安心して来られる環境づく

りに今は力を注いでいます。まずは継続から生まれるお互いの関係

（信頼）の構築に努めています。	 

	 

	 “継続は力なり”	 毎年バースデイにお届けしていますポストカ

ードは、その昔絵具をつけたビー玉を画用紙に転がし、その軌跡を

自分たち（利用者さんとスタッフ）の表現として楽しんでいました。

どんな色を選ぶか、ビー玉が転がって色のついた線が描ける。そし

てそこへどんな色を重ねるか、そんなことを楽しみ、美しいと感じ

ていた気がします。そんなビー玉の軌跡がポストカードとなり“ビ

ー玉アート”と呼ばれるまでに進化してきました。	 

	 夢飛行、モモの家、機関車、音・onと利用できる日中の場の広

がりはスタッフの多様性を生み、ビー玉の軌跡がビー玉アートに昇

華されたのだと思います。それが 2009年モモの家が移転した際、

新しくできた壁の一部に壁紙として採用され、2010年夢飛行に隣

接した galerie“見る倉庫”のスタッフ更衣室にも用いられ、2012

年のグループホーム「ことのは」に引き継がれていきました。その

後、リキテックスアートプライズでの入賞を経て、それまでは内輪

のアートでしかなかったものが、昨年より西成区内の歯科医院に絵

画として認められ、歯科医院の白い壁を彩るまでになりました。そ

して今やビー玉アートは、私たちのアート活動の中核として事業化

されるまでに至りました。	 

	 

	 「措置」の時代、常に保護・養護され、一方的に与えられる存在

であった重い障害のある利用者さんが、自らが選択し「契約」の時

代になった今、ビー玉アートを自らの「表現」手段として発信し、

与える側にもなっていく。それは被災地である東北の「福祉」をも



動かし、いつかフラットな社会の実現に貢献するものと信じて事業として向き合いたいと思っています。	 

2011～13 年度決算～ありがとうございました～ 	 

	 

	 	 	 	 	 ≪収入≫	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ≪支出≫	 	 11年 4月 1日～12年 3月 31日	 

会費	 1195840	 事務費	 0	 

寄付	 1103430	 	 	 

預金利子	 3200	 	 	 

前期繰越	 19366505	 合計	 0	 

合計	 21668975	 収支差額 	 21668975 円 	 

	 
	 
	 	 	 	 	 ≪収入≫	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ≪支出≫	 	 12年 4月 1日～13年 3月 31日	 

会費	 1454000	 事務費（振込手数料等）	 840	 

寄付	 688319	 （社）ゆうのゆうへ	 ※	 7000000	 

預金利子	 2797	 	 	 

前期繰越	 21668975	 合計	 7000840	 

合計	 23814091	 収支差額 	 16813251 円 	 

	 	 	 ※1デーセンター音・on整備費として	 

	 
	 	 	 	 	 ≪収入≫	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ≪支出≫	 	 13年 4月 1日～14年 3月 31日	 

会費	 1312000	 事務費（振込手数料等）	 2520	 

寄付	 219172	 （社）ゆうのゆうへ	 ※	 7030000	 

預金利子	 2789	 	 	 

前期繰越	 16813251	 合計	 	 

合計	 18347212	 収支差額 	 11314692 円 	 

	 	 ※2デーセンター機関車の移転費として 4000000円	 

	 	 ※3天井走行式リフト導入費として	 	 3000000円	 

	 	 ※	 会員外の方の指定寄付	 	 	 	 	 	 	 	 30000円	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 ※１デーセンター音・onは、2013年 4月に開所しました（大阪市港区）。	 

	 	 

	 ※２手狭となったデーセンター機関車（大阪市都島区）の移転先が一度は決定し、改修工

事の一歩手前まで行ったのですが、建築基準法の問題から断念。現在も新たな移転先を探し

てスタッフが全力を挙げています。2014年度中の移転を目指してがんばります。	 

	 

	 ※３スタッフの腰痛による離職を未然に防ごうと、天井走行式リフトの導入を進めます。	 



	 

東日本大震災の被災地支援活動について	 

	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 

未曾有の被害をもたらした東日本大震災。私たち

は、現在も被災地、特に岩手県にスタッフを継続的に

派遣し、障害者支援を行っています。	 

	 

震災直後は、障害者の病院への付き添いや見守り、

仮設住宅へ困りごとの相談を呼び掛けるチラシ配り

などの活動を行いました。その後、緊急事態を脱して

からは、交流イベントのお手伝いや、大阪を訪れる障

害者のお手伝いなどをしました。	 

	 

一方、大阪でできる支援をと、施設での調理メニュ

ーに岩手県の郷土料理を加えたり、岩手の障害者が作

る授産製品の販売を手掛けたりも。現在も被災沿岸部

の重症心身障害者と交流を続け、今夏には御家族ごと

大阪にお招きする計画を進めています。	 

	 

派遣期間は 3年を超え、多くのスタッフが被災地の

現状を知ることとなりました。当初は被害の大きさに

目を奪われることの多かったスタッフですが、徐々に

福祉サービスを利用すること、また提供することの難

しさ、その困難性が過疎という大きな社会問題による

ものであることを肌で感じるようになっています。	 

	 

私たちが小さな法人ができる活動の規模には限界

がありますが、今後も被災地支援を継続し、“知った

責任”の行く先をしっかりと考えていきたいと心に誓

っています。	 

	 

後援会員の方々をはじめ、震災直後にいただいた寄

付金は約 180万円にのぼりました。これら貴重なお金

を重症心身障害者のために役立てたいと、後述の

NPO 法人響生（岩手県一関市）とともに「ふれ～る

プロジェクト」を実施しました。ご支援ありがとうご

ざいました。	 

	 

今後も被災地支援にご理解、ご協力のほどよろしく

お願い申し上げます。	 



	 
ふれ～るプロジェクト	 収支計算書	 
	 	 	 

	 	 特定非営利活動法人	 響生	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 2012年 6月 15日～2014年 3月 12日	 

科目	 金額	 備考	 

Ⅰ	 収入の部	 
	 	 寄附金	 

	 	 預金利息	 

	 

	 	 収入合計	 

	 
Ⅱ	 支出の部	 
	 	 気仙沼交流会経費	 

	 	 記念集・プレゼント制作	 

	 	 謝金	 

	 	 備品購入費	 

	 	 スヌーズレン関係費	 

	 	 ロゴ・Tシャツ制作	 

	 	 会議費	 

	 	 振込手数料	 

	 	 源泉所得税（謝金）	 

	 	 材料費（アートワーク）	 

	 	 会場費	 

	 	 雑費	 

	 	 企画運営費	 

	 

	 	 支出合計	 

	 

1884080	 

233	 

	 

1884313	 

	 

	 

702736	 

225015	 

223268	 

133462	 

125292	 

117390	 

32347	 

3255	 

17357	 

13499	 

5030	 

1850	 

283812	 

	 

1884313	 

	 

皆さんからの寄付	 

	 

	 

	 

	 

	 

泊まり交流会（パンフ参照）	 

同封のパンフ、ふれ～るくんぬいぐるみ	 

講師謝金	 

下敷きマット・プロジェクター・ブレンダー等	 

送迎バス・保険料・昼食代・入場料等	 

	 

講師打ち合わせ他	 

	 

謝金に対する源泉所得税	 

アートワークショップの材料費（パンフ参照）	 

大船渡・陸前高田での会場費	 

切手・印紙代	 

NPO響生	 人件費等	 

	 

	 

収支差額	 0	 	 

	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 	 
	 

「ふれ～るプロジェクト」は、皆さまから寄せられた寄付金をもとに立ち上げられた被災地支援活動

です。	 

	 震災直後から寄せられた寄付金は約 180 万円。被災地に重症心身障害者に役立てる活動をと、様々な

検討を行った結果、地元・岩手県の NPO法人「響生（ひびき」と協力し、被災地の重症心身障害者同士

がつながるプロジェクトを展開しました。	 

岩手県は、北海道に次いで全国２位の面積を誇る一方、過疎という社会問題を抱え、重症心身障害者や

御家族同士がつながることが困難なのも事実。さまざまなイベントを通じて、私たちスタッフも被災地の

重症心身障害者・御家族と交流しました。	 

	 障害者に対する制度・福祉サービスは全国で統一ですが、被災地では、そのサービスを提供する法人・

団体・事業者がなかなかありません。都市部が当然のように受けている福祉サービスも、被災地では当然

のものではなく、今後私たちは被災地にどのように福祉サービスを実現するのか、大きな課題に直面しま

す。その大きさに臆することなく、今後も被災地支援の活動を続けます。	 



	 
	 
	 
■グループホーム「ことのは」	 
	 	 
	 重い障害を持った方々が地域生活を継続

するための家（ホーム）です。既に 7人の利
用者さんが実家・御家族から離れての生活を

始めています。2012年 11月スタート。	 
	 	 
	 以前から「親なき後の地域生活の場を」と

の声があがっていました。御家族の高齢化が

進むなか、遠くの入所施設ではなく、これま

での地域生活を続けられる拠点をと法人で

検討を行ってきました。	 
	 	 
	 完成した「ことのは」は、木造の梁が印象的に中央にせり上がる形で位置したもの。2階にはワ
ーキングホリデー外国人スタッフが入居できる３室を、玄関の吹き抜けには利用者さん制作のビー

玉アートを掲げました。そのアーティスティックな設計が評価され、グッドデザイン賞 2013を受
賞しました。	 
	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ■デーセンター音・on	 

	 
	 大阪市港区に「デーセンター音・on」（おん）が完
成。2013年 4月から活動をスタートしました。	 
	 	 
	 利用者さんが増え、手狭となった「デーセンター

モモの家」（福島区）の利用者さんのうち、港区や大

正区など大阪市西部にお住まいの方を中心に定員 12
名で活動を始めました（現在定員 15名）。	 
	 
	 さまざまな利用者さんが地域で生活することで奏

でる音、それらが地域の方々とも重なりあい、さら

に新たな音を創っていこうとの思い、またその様子

を「音・on」という名称に込めました。	 
	 	 
	 地域に少しずつその存在が知られてきました。真

新しい施設の基調カラーは白。広々とした室内で、

徐々に利用者さん、スタッフが協力して新しい音を

奏で始めています。	 
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■赤い羽根「災害ボランティア・NPO活動サポート募金」助成金	 
	 
	 中央共同募金会（赤い羽根）が被災地支援に携わる団体を支援する「災害ボランティア・NPO
活動サポート募金」の助成が決定しました。	 
	 	 
	 2014年 8月まで、社会福祉法人ゆうのゆうが実施する被災地支援活動「被災地・岩手県の重症
心身障害児・者・家族のための活動拠点整備に向けたネットワーク構築事業」に対して、計 251
万 6000円の助成金を受け取ります。	 
	 岩手県宮古市など被災沿岸部の重症心身障害者・御家族等との勉強会や交流会の開催、大阪への

招へいプログラムを開催します。全国の方々から寄せられた赤い羽根募金です。大切に使い、被災

地支援に役立てます。	 
	 
■後援会の名称について	 
	 	 
	 昨年、デーセンター音・on が開所したことにより、現在、重症心身障害者の地域生活を支援す
る生活介護施設は４ケ所となりました。本来であれば、「夢・モモ・ゆう・機関車・音・on後援会」
とするところですが、名称が長文となることや、グループホーム「ことのは」が開所したこと、い

ずれも社会福祉法人ゆうのゆうが設置・運営する施設であることから、当面「ゆうのゆう後援会」

といたします。	 
	 
■ビー玉アートへ御注文を！！	 
	 
	 利用者さん制作の「ビー玉アート」デザインをさまざまな形

で販売しています。	 
	 	 
	 Tシャツやキーホルダー、イヤリング、携帯ストラップ…商品
の幅が広がっています。	 
	 	 
	 また、キャンバス地に描いた作品を歯科待合室にリース契約

で展示したり、ビー玉アートをデザインした結婚式の招待状や

ウエルカムボードを販売したり…。さまざまな“つながり”を

表現した作品は、どれも好評です。	 
	 
売上は利用者さんに渡されます。1 年間で 1 人当たり
約 1 万円とまだまだ少額ですが、このお金を楽しみにさ
れている方々も多く、今年も販路拡大にがんばります。	 
	 
ご家族・ご友人へのプレゼント、職場などでご活用い

ただける場合には、後援会までご連絡を。06－6656－
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1280	 
	 
	 
■galerie“見る倉庫”～さまざまなアート作品をお楽しみください～	 

	 
	 地域と利用者さん、そして“アート”が交差する場であ

る「galerie“見る倉庫”」。	 
	 
	 2014年度の「年間スケジュール」ができあがりました。
今年度は、彫刻や絵画、写真、現代アートなど様々なアー

ティストが作品を発表します。パンフレットも作成し、宣

伝 PRにも力を入れています。	 
	 
施設「デーセンター夢飛行」の隣に設置されていますの

で、帰りにはリサイクルショップでの買い物や施設見学もOKです。	 
	 
■	 新人スタッフ研修	 
	 
	 2014年度は新人スタッフ 12名が加わりました。	 
出身は大阪にとどまらず、東京、九州、四国からも。3
月中旬から２ケ月におよぶ研修がスタートしました。	 
	 
	 先輩によるマンツーマンの現場指導のほか、障害当事

者の講義による障害への理解、地域が抱える様々な社会

的課題の学び、身体の仕組みを学ぶ“理科”、あるいは

障害者を取り上げた映画などを見ながら、さまざまなこ

とを学習しました。講師派遣に際しては、さまざまな機

関から協力を得ました。ありがとうございました。	 
	 
	 新人たちは、学生時代に福祉を学んだとは限りません。

美術や音楽、国際、教育などさまざま分野に興味を持つ

新人たちが、重い障害を持った方々の地域支援をしたい

との想いで集まりました。“福祉業界”の離職率の高さ

がマスコミで取り上げられますが、どうか彼らの成長に

ご声援をお願いします。	 
	 
	 
■	 今年度の旅行は…	 
	 利用者さんは、年 1 回の一泊旅行を楽しみます。行き先は、旅行担当スタッフが選んだ候補地
から利用者さんが選びます。	 
	 今年度は、大分・福井・愛媛・京都・東京へ。なかでも東京は、根強いディズニーランド人気の

ため、２回に分けて。都合、６回の旅行を実施します。	 
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■	 車いすダンス発表会～テーマは「和」！！	 
	 今年 8期生となる車いすダンス。今年はテーマを「和」とし、西成区民ホールで 5月 14日、発
表会を開催しました。今年は新たに演歌に挑戦しました。演歌ダンスでは扇子を小道具にして踊り

を披露。最後は、“和製ソウル”のサザンで盛り上がりました。	 
	 利用者さんとスタッフが男女のペアを組み、1年かけて練習に励みます。発表会では、出演する
利用者さん、スタッフがともに緊張。しかし、音楽が始まると硬い表情は溶け、いつもとは違う充

実感をみなぎらせての力のこもったダンスを見せてくれました。	 
	 
	 

協賛協賛企業一覧☆企業一覧☆～代金の２～3％が後援会に寄付されます。ぜひご利用ください！	 

	 	 旅行全般は「ホープトラベルサービス」	 	 0721－56－2170→担当：石丸さん	 
	 	 住宅新築・改修は「吉岡建設」	 	 	 	 	 	 0726－21－0021→担当：山本さん	 

	 	 リフト等の車両改造は「ウェルビー」	 	 	 072－228－2501→担当：田中さん	 

	 
ご継続ありがとうございました！	 会員継続の皆さん。敬称略	 

２０１０年度 継続 

斎藤雅子	 今里政義	 村野知子	 ｴｲﾁ･ｱｰﾙ･ｴﾑ･ｵﾌｨｽ丹羽幸子	 辻優	 谷川一義	 谷川ふみ	 大井知子	 岡本潤和	 五味侑子山之内春子	 渡辺

祐子	 田代健二	 市村芳美	 吉田肇	 吉田佳代	 吉田醇一	 吉田千代子	 岡田満喜子	 川辺美代子	 山口宗一	 伊藤麗子	 伊藤岳洋	 山下淑

子	 今宿幸男	 田代裕子	 田代裕美子	 笹田智佳子	 友田洋子	 根田由美子	 藤田洋士	 阿部務	 菅洋子	 近江愛子	 橋田國身	 伊藤えり	 神

童美代子	 橋田奈穂	 齊藤真弓	 杉本マリ	 南部由加里	 松川道子	 夏川町子	 山口勝蔵	 米丘幸穂	 西弘太	 高夘富榮	 清水洋子	 荒木眞

一	 工藤ひとみ	 葛川久美子	 田中保治	 阪下由記子	 黒川紀夫	 浅井久子	 匿名希望(４名)	 河田映子	 安田規子	 迎和明	 迎千咲子	 酒

井佐和子	 羽白育子	 金澤眞理子	 太田幸子	 歌門善一	 八谷秀孝	 石原郁子	 辻優	 石田康子	 西村英八郎	 澤村智恵子	 今中正己	 岡田

和子	 ㈱真鍋工作所	 泉谷美千子	 小林久子	 山崎康子	 安藤まゆみ	 藤本浩輔	 山地はるみ	 片山トキエ	 井浪克己	 桑原雅代	 有尾克ひ

こ	 有尾かほる	 	 飯野裕子	 堅田順一	 秋田雅伸	 山川瑠美	 橋田旨人	 	 
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藤永淳二	 藤永芳子	 堀政治	 三和宏行	 村田好範	 竹本純子	 田中光代	 殖栗三和子	 葛川香澄	 南部謙二	 堀本京子	 山城喜美子	 平井

毅	 山﨑圭三	 山﨑陽子	 山﨑正則	 北徳太郎	 鈴木信哉	 大石美知男	 古田幸代	 山本敏行	 山地雄平	 大槻英夫	 西野茂	 松川道子	 畑ま

NEWS 



み	 長谷川幸子	 冨田俊哉	 出野美佐子	 朝倉裕子	 岡田和子	 野田比奈	 沢辺みかよ	 髙堂佳代子	 田端悦子	 小野季代子	 中恵美子	 小

西頼子	 奥田裕子	 双葉法律事務所/梁英子	 榊原万友文	 尾谷冨美子	 前垣孝寿	 永和信用金庫	 匿名希望(１名)	 三宝院/川瀬良禪	 藤

田正子	 村山龍一郎	 村山繁樹	 片岡義治	 伊藤詩織	 大宮景子	 辻優	 一ノ瀬さよ子	 中西孝子	 山中和男	 厨達夫	 山中富美男	 前川裕

子	 石田公徳	 福島和子	 石川典子	 森眞理子	 奥野温子	 小林裕子	 永野明秀	 福田六夫	 万代義彦	 井本慶子	 佐々木義彦	 常松清吉	 田

邊佐千子	 福田正人	 福田純二	 後良樹	 	 中東妙子	 中東三和子	 筒井恵美子	 宮部秀和	 宮部智勢子	 米津節子	 田端悦子	 有尾則彦	 東

田幸雄	 岡田まり	 眞鍋秀和	 眞鍋陽司	 眞鍋光子	 溝口尚美	 荒木節子	 薮内資子	 西川美幸	 山田正雄	 井浪洋夫	 竹中上子	 平井義丸	 

村山真知子	 森公子	 大槻文恵	 山口留美子	 伊藤康夫	 伊藤麗子	 岡部泰丈	 太田景子	 橋田龍志	 匿名希望(1 名)	 小西孝子	 岸桂子	 梅

本哲男	 開村信雄	 南里泰博	 廣本三枝子	 近江愛子	 中島裕文	 髙畑弘之	 山之内増男	 前堂則子	 渡辺祐子	 堀田治美	 長沼奈緒子	 大

川美代子	 榊原信之	 松井眞	 吉見基子	 勝山裕子	 山口敦子	 安田由美子	 中山茂	 岩本和美	 西川明子	 井木真知	 髙井靖明	 太田晴美	 

瀧山恭子	 神崎修	 西田フミ子	 丸山有子	 森江行雄	 小川陽清	 岡カネ子	 原田啓司	 中橋弘晃	 西山廣司	 花岡洋二	 岩下誠	 藤井五月

子	 三島隆一郎	 伊藤岳洋	 坂本アリサ	 鈴木友治	 西弘太	 新垣美佐子	 矢野光子	 佐藤美也子	 橋田有造	 武居友子	 森葉子	 玉置敦子	 

鶴田久美	 後秀樹	 秋田正信	 黒瀬紀久子	 和田和子	 迫田吉生	 小野幸子	 松井延子	 青木康	 仲谷アヤ子	 牧迫民子	 清家久美子	 高野

繁	 林均	 林和子	 林隆文	 匿名希望（1名）	 匿名希望（1名）	 高野郁子	 ハートフルライフ交通㈱/池上寛	 田辺隆子	 田中貞子	 杉本

マリ	 あおぞら司法書士法務総合事務所/山内鉄夫	 岩藤博明	 神田美穂	 小林比紗子	 魚井昭彦	 伊藤真美	 神﨑真理子	 喜多庸雄	 工

藤ひとみ	 原田浩	 三井ゆり子	 戸田栄	 松井チエミ	 亀井浩司	 木村時計眼鏡店/木村朋毅	 金本京子	 貫野旬子	 酒井佐和子	 佐藤裕英	 

佐藤温子	 佐藤由希	 勝山欣哉	 仲地弘	 高津由之	 岩田昌代	 田端淳恵	 島森きみ子	 小泉秀子	 岩戸美津江	 村野知子	 楠本恵亮	 田代

裕美子	 瀬戸恵利子	 武内計二	 橋田恵美子	 神童俊雄	 田辺美加	 吉村英子	 上田久子	 天野真紀子	 太田勍正	 木戸京子	 橋田友美	 井

浪淳夫	 奥津矩男	 伊森雅彦	 小角隆	 北川仁美	 齊藤治	 福井博子	 武内要三	 岩本和子	 嶋恭加	 ㈱クラハラ	 山中美也子	 梅本庸子	 

南部信子	 進藤多代	 矢野年樹	 遠田至	 遠田順子	 有尾雪江	 齊藤真弓	 萱野加津夫	 岩崎孝昭	 エイチ・アール・エム・オフィス（社

労士法人）/丹羽幸子	 溝口雄貴	 溝渕啓子	 市村芳美	 斎藤雅子	 伊藤紘	 伊藤佳代	 友田洋子	 吉岡建設㈱	 山本裕信	 酒井伸子	 竹本博

文	 前垣朱美	 前垣光義	 谷川一義	 谷川ふみ	 細野精	 岡本潤和	 大井知子	 岡田満喜子	 髙夘富榮	 山之内春子	 阿部務	 吉田醇一	 吉

田佳代	 吉田千代子	 長田弘子	 山崎康子	 山成嘉代子	 田代健二	 田代裕子	 山下淑子	 加藤ヨーセツ㈱/加藤世里子	 根田由美子	 今宿

幸男	 光安寿三郎	 	 

橋田國身	 田中弘子	 笹田智佳子	 自立生活センターいけこい/朴時夫	 菅洋子	 伊芸茂子	 石田淑子	 （学校法人）エール学園	 夏川町

子	 橋田奈穂	 神童美代子	 清水洋子	 迎千咲子	 米丘幸穂	 澤村智恵子	 後藤逸郎	 東利一	 葛川久美子	 森下浩次	 田中保治	 荒木眞一	 

金澤真理子	 光野浜子	 阪下由記子	 吉田肇	 加藤孝子	 加藤晶子	 中川直子	 五味侑子	 安田規子	 羽白育子	 石原郁子	 歌門善一	 桑原

雅代	 	 
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有尾克ひこ	 有尾かほる	 飯野裕子	 田川香	 西村英八郎	 桑原雅代	 玉里光一	 山川瑠美	 ㈲眞鍋工作所	 西土政利	 坂本由美子	 安藤ま

ゆみ	 谷川泰治	 山地はるみ	 堅田順一	 朝倉裕子	 堀政治	 泉谷美千子	 山﨑圭三	 山﨑陽子	 山﨑正則	 中西孝子	 今中正己	 中島裕文	 

藤永淳二	 藤永芳子	 鈴木信哉	 古田幸代	 石田公徳	 石田淑子	 小林久子	 南部由加里	 山地雄平	 出野美佐子	 西野茂	 大槻英夫	 南部

謙二	 後良樹	 堀本京子	 谷川予枝子	 岡田和子	 山本敏行	 厨達夫	 村山龍一郎	 村山繁樹	 前川裕子	 葛川香澄	 片岡義治	 福田六夫	 

福田正人	 福田純二	 田辺佐千子	 常松清吉	 宮部智勢子	 宮部秀和	 米津節子	 橋田龍志	 (有)ニフコ	 小林裕子	 小西頼子	 奥野温子	 石

川典子	 野田比奈	 山中和男	 榊原万友文	 永和信用金庫（天下茶屋支店）	 大宮景子	 木村時計眼鏡店/木村朋毅	 片山トキエ	 畑まみ	 篠

田富子	 藤田和彦	 山中富美男	 冨田俊哉	 中東妙子	 中東三和子	 河合裕美	 池田峻	 太田景子	 森眞理子	 筒井恵美子	 前垣孝春	 福島

和子	 中恵美子	 鈴木友治	 坂本アリサ	 村林節子	 上野能里子	 殖栗美和子	 東田幸雄	 金子一雄	 佐々木商店/佐々木義彦	 松本薫	 松

本素子	 植田友子	 大槻文恵	 山口留美子	 西川美幸	 村山真知子	 平井義丸	 有尾則彦	 薮内資子	 山田正雄	 大屋輝子	 黒木郁子	 飯田

美紀子(株)大光/黒木浩二	 村田紀子	 竹中上子	 井浪洋夫	 荒木節子	 眞鍋秀和	 眞鍋光子	 溝口尚美	 岸桂子	 廣本三枝子	 遠田順子	 遠

田至	 小西孝子	 南里泰博	 辻優	 田端悦子	 安田由美子	 山之内増男	 髙畑弘之	 梅本哲男	 勝山裕子	 岩本和美	 中山茂	 大川美代子	 

井木真知	 堀田治美	 平田雅美	 平田清子	 平田美子	 八木秀雄	 八木敏子	 原田進	 髙橋久子	 宮本恭子	 小川陽清	 長谷川幸子	 沖村諭

孝	 貫野旬子	 瀧山恭子	 中橋弘晃	 藤井五月子	 森江行雄	 神崎修	 西川明子	 利川慶子	 西田フミ子	 岡カネ子	 ハートフルライフ交通



株式会社	 井本慶子	 太田晴美	 乃一知子	 西弘太	 山本明美	 山成嘉代子	 三島隆一郎	 中光治	 田辺隆子	 髙井靖明	 神童俊雄	 松村華

代	 原田啓司	 長沼奈緒子	 西山廣司	 伊藤岳洋	 久保光夫	 久保千代美	 迫田吉生	 森葉子	 武居友子	 林均	 林和子	 林隆文	 田端淳恵	 

青木康	 秋田正信	 高野繁	 (有)ウェルビー	 松井延子	 鶴田久美	 玉置敦子	 佐藤美也子	 仲谷アヤ子	 矢野光子	 牧迫民子	 黒瀬紀久子	 

金本京子	 後秀樹	 松井チエミ	 山内鉄夫	 磯村由季	 野間加洋子	 花岡洋二	 田里義宣	 伊藤康夫	 谷彦範	 神田美穂	 髙野郁子	 菅野裕

史	 魚井昭彦	 伊藤真美	 杉本マリ	 岩藤博明	 前畑常男	 原田浩	 守山好子	 神崎真理子	 武内要三	 古野宗代子	 山口勝蔵	 佐藤裕英	 

佐藤温子	 佐藤由希	 工藤ひとみ	 西岡由子	 酒井佐和子	 亀井浩司	 仲地弘	 高津由之	 岩田昌代	 勝山欣哉	 岩戸美津江	 橋田友美	 小

泉秀子	 玉城初子	 齊藤治	 村野知子	 小野幸子	 橋田恵美子	 上田久子	 山口敦子	 楠本恵亮	 武内計二	 ㈱パオンメディカル/松井公一	 

天野真紀子	 島森きみ子	 瀬戸恵利子	 進藤多代	 奥津矩男	 田辺美加	 青木フミ	 吉村英子	 小角隆	 田代健二	 田代裕子	 近江愛子	 三

井由利子	 田中貞子	 田代裕美子	 中川直子	 西優子	 吉岡建設㈱	 山本裕信	 木戸京子	 長田弘子	 南部信子	 朴時夫	 エイチ・アール・

エム・オフィス社労士法人/丹羽幸子	 細野精	 ㈱クラハラ	 伊森雅彦	 嶋恭加	 萱野加津夫	 友田洋子	 酒井伸子	 市村芳美	 山中美也子	 

竹本博文	 斎藤雅子	 上中登茂子	 宮本謹	 山崎康子	 戸田栄	 有尾雪江	 山之内春子	 溝渕啓子	 利川竜男	 加藤ヨーセツ㈱/加藤世里子	 

谷川一義	 谷川ふみ	 大井知子	 岡本潤和	 北川仁美	 髙夘富榮	 今宿幸男	 岩本和子	 五味侑子	 岡田満喜子	 橋田國身	 安田規子	 光野

濱子	 菅洋子	 川辺美代子	 迎和明	 山下淑子	 夏川町子	 光安寿三郎	 迎千咲子	 渡辺数恵	 羽白育子	 田中保治	 (医)吉治会	 斉藤医院/

齋藤真弓	 澤村智恵子	 橋田奈穂	 清水洋子	 阪下由記子	 東利一	 荒木眞一	 梅本庸子	 金澤眞理子	 石原郁子	 禅定みどり	 太田幸子	 

田中弘子	 匿名希望(6名)	 伊藤えり	 石田淑子	 中野順子	 神童美代子	 歌門善一	 伊藤麗子	 
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西土政利	 南部由加里	 久保千代美	 貫野旬子	 山地はるみ	 桑原雅代	 西村英八郎	 山川瑠美	 堅田順一	 川畑さよ子	 坂本由美子	 泉

谷美千子	 米津節子	 谷川泰治	 木村時計眼鏡店/木村朋毅	 小林久子	 朝倉裕子	 有尾克ひこ	 山中和男	 有尾かほる	 飯野裕子	 堀政治	 

小屋秀二	 山崎圭三	 山崎陽子	 山崎正則	 片山トキエ	 西野茂	 安藤まゆみ	 畑まみ	 榊原万友文	 藤永淳二	 藤永芳子	 鈴木信哉	 古田

幸代	 出野美佐子	 山地雄平	 葛川香澄	 堀本京子	 大宮景子	 後良樹	 大槻英夫	 山本敏行	 今中正己	 厨達夫	 長谷川幸子	 野田比奈	 岡

田和子	 南部謙二	 石田公徳	 小西頼子	 中西孝子	 筒井恵美子	 藤田和彦	 山中富美男	 匿名（1名）永和信用金庫天下茶屋支店	 石川典

子	 平井毅	 森眞理子	 奥野温子	 (有)ニフコ/西田信子	 宮部智勢子	 宮部秀和	 永野明秀	 木村朋毅	 小林裕子	 太田景子	 篠田富子	 伊

藤康夫	 福田六夫	 常松清吉	 福田正人	 福田純二	 田辺佐千子	 中東妙子	 中東三和子	 坂本アリサ	 鈴木友治	 福島和子	 河合裕美	 伊

藤紘	 伊藤佳代	 伊藤詩織	 飯田美紀子	 橋田龍志	 山口留美子	 西川美幸	 大槻文恵	 平井義丸	 飯田香久子	 井浪洋夫	 岸桂子	 山田

正雄	 荒木節子	 竹中上子	 前川裕子	 薮内資子	 村山真知子	 廣本三枝子	 小西孝子	 森公子	 前垣孝春	 今里政義	 有尾祐彦	 平田雅美	 

平田清子	 平田美子	 八木秀雄	 八木敏子	 松村華代	 双葉法律事務所/梁英子	 梅本哲男	 中山茂	 山之内増男	 西川明子	 勝山裕子	 岩

本和美	 宮本恭子	 堀田治美	 沖村諭孝	 原田百合子	 ㈲眞鍋工作所	 溝口雄貴	 花岡洋二	 井木真知	 長沼奈緒子	 田中貞子	 高尾具成	 

榊原信之	 大井攝子	 原田進	 前堂則子	 安田由美子	 小川陽清	 乃一知子	 山成嘉代子	 中橋弘晃	 神童俊雄	 森江行雄	 太田晴美	 ハー

トフルライフ交通㈱/池上寛	 植田友子	 神崎修	 瀧山恭子	 西田フミ子	 岡カネ子	 山本明美	 髙井靖明	 三島隆一郎	 西山廣司	 森葉子	 

山口敦子	 沢辺みかよ	 髙野繁	 玉置敦子	 佐藤美也子	 武居友子	 青木康	 原田啓司	 秋田正信	 松本薫	 松本素子	 松井延子	 迫田吉生	 

後秀樹	 宋連玉	 小野幸子	 山内鉄夫	 真田政稔	 伊藤岳洋	 矢野光子	 髙野郁子	 林均	 林和子	 (有)ウェルビー	 黒瀬紀久子	 金本京子	 

匿名(3 名)	 	 佐藤裕英	 佐藤温子	 佐藤由希	 原田浩	 神崎真理子	 神田美穂	 高光由子	 真下幸子	 魚井昭彦	 伊藤真美	 亀井浩司	 武内

要三	 伊藤麗子	 吉本弘	 古野宗代子	 利川慶子	 森章人	 松井チエミ	 仲地弘	 上田久子	 田里義宣	 小泉秀子	 勝山欣哉	 高津由之	 武内

計二	 進藤多代	 島森きみ子	 橋田恵美子	 酒井佐和子	 村田好範	 田辺隆子	 北川仁美	 玉城初子	 楠本恵亮	 伊森雅彦	 田辺美加	 岩田

昌代	 工藤ひとみ	 (株)パオンメディカル/松井公一	 増野誠	 齊藤治	 小角隆	 瀬戸恵利子	 岩戸美津江	 吉村英子	 殖栗美和子	 天野眞

紀子	 匿名(2 名)	 磯村由季	 橋田友美	 (株)京旺/伊藤健三	 奥津矩男	 木戸京子	 岡本宏美	 中川直子	 竹本博文	 山中美也子	 市村芳美	 

南部信子	 斎藤雅子 H.R.M.オフィス/丹羽幸子	 朴時夫	 近江愛子	 ㈱クラハラ	 有尾雪江	 細野精	 嶋恭加	 西優子	 溝渕啓子	 山本裕

信	 吉岡建設㈱	 禅定みどり	 光島由美子	 萱野加津夫	 長田弘子	 山崎康子	 谷川一義	 谷川ふみ	 津田有子	 友田洋子	 加藤ヨーセツ

㈱/加藤世里子	 梅本庸子	 岡本潤和	 山之内春子	 岡田満喜子	 光野濱子	 酒井伸子	 大井知子	 橋田國身	 今宿幸男	 髙夘富榮	 五味侑

子	 光安寿三郎	 安田規子	 山下淑子	 橋田奈穂	 真鍋秀和	 菅洋子	 清水洋子	 葛川久美子	 岩本和子	 三井忠	 田中保治	 金澤真理子	 

夏川町子	 佐藤靖子	 齊藤真弓	 迎千咲子	 阪下由記子	 尾谷文子	 澤村智恵子	 神童美代子	 石田淑子	 石原郁子	 田代裕子	 田代裕美



子	 竹本純子	 	 

 

2014 年度 継続 

山中和男	 山路はるみ	 厨達夫	 小林久子	 山川瑠美	 片山トキヱ	 安藤まゆみ	 	 

	 

ご支援よろしくお願いします！	 新会員の皆さん。	 

岩崎孝昭	 後秀樹	 後良樹	 匿名（1名）	 黒木郁子	 大屋輝子	 ㈱大光/黒木浩二	 松田健	 西土政利	 馬替幸江	 中川敦子	 高橋久子（高

橋鍼灸院）松本薫	 松本素子	 金子一雄	 久保光夫	 久保千代美	 山本明美	 ㈱パオンメディカル	 西岡由子	 橋本節子	 飯田美紀子	 飯

田辰朗	 森田康砦	 小屋秀二	 真下幸子	 桂塩鯛	 有麻麻祐子	 梅本良昌	 梅本良子	 間處史歳	 伊藤健三	 森章人	 佐藤靖子	 川谷徳彦	 

川谷圭子	 西土和臣	 小野山あみる	 安田耕	 徳山菊三郎	 	 

	 

ご寄付・寄贈いただきました！	 	 
2010・11 年度寄付 

吉岡建設㈱	 浅井久子	 槇隆士	 山口健	 山本次郎	 三島豊	 太田晴美	 羽田崇子	 匿名希望（1名）眞鍋秀和	 菅野眞弓	 	 

橋田草平（國身・恵美子）	 斉藤憲吾・志津香	 村田敬三	 	 

2012 年度寄付 

大阪西ライオンズクラブ	 佐藤有未恵	 吉岡建設㈱	 菅野眞弓	 	 

2013 年度寄付 

西優子	 坂東弘子	 歌門善一	 安田耕	 廣本三枝子	 藤田正子	 宮内某	 南部由加里	 西土政利	 西土和臣	 	 

2014 年度 寄付 

西優子	 	 

 

退会。長年のご支援ありがとうございました！	 	 

富和清隆	 後礼子	 三和宏行	 岡崎正子	 冨田恵美子	 光岡勝哉	 山田讀子	 服部祐子	 北徳太郎	 北博之	 合田稔	 奥田広子	 一ノ瀬さよ

子	 北森知子	 

	 

	 	 	 	 	 【後援会よびかけ人】	 犬伏一人（読売新聞記者）	 羽柴修（弁護士） 

	 	 	 	 冨田佳志（朝日新聞記者）	 小西威史（月刊「ソトコト」編集部）	 堀内正美（俳優） 
	 	 	 	 増田耕一（毎日新聞取締役）	 松本賢志（時事通信記者） 

	 	 	 	 	 	 	 	 山沖之彦（プロ野球解説者）	 梁英子（ヤン・ヨンジャ	 弁護士） 

	 

	 

	 

	 

	 

▼
酒
劣
恋
劣
雪
劣
別
れ
劣
未

練
劣
運
命
协
さ
だ
め
卐
剽
劤
演

歌
の
定
番
テ
勖
マ
劤
ど
の
曲
も

メ
ロ
デ
勋
勖
が
な
ん
と
な
く

同
じ
の
よ
う
に
聞
こ
え
劣
職
場

で
も
演
歌
フ
勊
ン
の
存
在
を

聞
い
た
こ
と
が
な
い
劤
や
が
て

演
歌
は
消
え
て
し
ま
う
の
だ

ろ
う
か
劤	 

	 

▼
そ
の
演
歌
を
最
近
よ
く

聞
い
て
い
る
劤
後
見
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
た
高
齢
者
の

方
が
逝
去
さ
れ
劣
そ
の
遺
品
の

C
D

を
カ
勖
ス
テ
に
持
ち
込
ん

で
い
る
劤
繰
り
返
し
聴
い
て
い

る
と
劣
意
外
と
い
い
も
の
だ

な
劣
と
思
勂
て
く
る
劤
私
も
そ

の
年
齢
劣
境
地
？	 

▼
演
歌
の
テ
勖
マ
に
劣
福
祉

は
ど
う
だ
ろ
う
か
劤
自
由
に
な

ら
な
い
身
体
の
も
ど
か
し
さ

や
劣
胃
ろ
う
で
食
事
す
る
感
覚

を
切
々
と
歌
い
上
げ
る
剽
劤
作

詞
・
秋
元
康
劣
作
曲
・
桑
田
佳

祐
劣
歌
・
ジ
勍
ロ
剽
駄
目
だ
ろ

う
か
劤
そ
れ
が
ヒ
勏
ト
す
る
よ

う
で
あ
れ
ば
劣
障
害
者
権
利
条

約
助
合
理
的
配
慮
努
の
実
現
だ

勂
て
？
剽
劤	 

発行：「ゆうのゆう」後援会	 郵便振替口座 00900‐4‐157766	 

E-mail	 info@yourwing.org	 	 	 年会費	 １口 3000 円（個人）	 10000 円（団体）	 

〒557‐0042	 大阪市西成区岸里東 1 の 5 の 25	 	 ℡	 06-6656-1280	 

法人ホームページ	 	 http://www.yourwing.org	 



	 

	 

	 


